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庄 司 一 郎
正確にとける稀薄強磁性の-模型 として､次のようを ものを考えるo平面格
子 Ising模型で､A ,B二つのSub-1atticeに分けられ るo A格子,酎まB
格子点の 2個または3個と交渉があ り､A格子点は磁気的または非磁気的を原
子のどち らが来て もよいが､B格子点はいつ も磁気的原子で占められている｡
A格子点のスピン変数は o(- 1,0)であらわし.B格子点のスピン変数は
〟(-±1)であらわす｡♂- 0は非磁気的原子の来たことを示す ｡′







L - JhT , A2- (1+2ek,(1+2#ch2L),eK- i(11諾 fech…L)
これよりt稀薄磁性体の大 きい状態和は
Z(=J,k)- A2Nz挿
､NはB格子点の数 ･2NはA格子点の数 ･Z4鞘 は4角格子の状態和 (Onsager)
A格子点はぉける磁気的原子の数は Ni-∂iogZ/ak であるノが､p-Nl/2Nと
して
頭 笹 ≠■亘 十華 i-去(.'･.1二 戸 _i≠～
2pL(1-eT乾)(1+<IE〆>)
/.._,i l ∂logZ4拘
< 〟〆> - 去 ⊥ ∂K
､ ､(ll
に変形で きる. P- 1に対 してはch2L- e荻とい う普通の ｢飾 りつ き4角格
一･430-
,研究会報告
子｣の関係笹 をるopをあたえるとLf享Kの函数であるが_匠芸 0に 対 して■▲
i,=0であるが､ pの値が小 さい_と-K=梢3(4角格子の転移点)に達す るま
え.に上式の分母が0に をLりL-cn (絶対 0琴)にをる｡_p頑 大 きいとK=鞄
に対 しL=IJc(頭 とを るoit'(pc)A-- にをるpcをCri七･icalConcentration
と よぶO<〟〆>G〒-iF/2･開p(-2Kc)-V'うー 1で -q3-0.50













<qt> - (1+<ppJ>)(- elk)(ta地 L)/2
温度-でIJ- 0,KT†Dで<CL>-0.温度 0で ,L-,- ,<jld> 1














･÷ taLLi讐 早 戸Fd5+(i+竺 d>)･2湾 ‡了詰





p± 1奇 らK- Kcで 軸 ～finiteで d<op>A -- (称数的)であるが､
号<p< 1で､ dL/dK棚 で (dfOpJ>/dK は対数無限である)C㌢誌 で有限で
その高さは (1-A_P)に反比例するO この点の切線の傾 きは垂直で_とがっ た
点であるようだ｡またA格子点だけの格子気体と考えて､圧力Pは､P(2N)慮T
=logZと･LJ-て､p-Fl-Ⅴ 因をか くとt有限の長 さの水平部分は貴く､あ
る点で水平であるかのようである乱
dP/ap の計算はまだ していをいのでこれについてはまたq)機会にするO
超 音 波 吸 収
谷 憲 輔
反強磁性体の相転移点近傍の轡音改吸収は､二次相転移を琴こす系の異常が-ヽ
接触系に も著 るしい影響を及ぼす場合の恰好の一例である｡ 】交換相互作用の大
き萱草スピンを荷.う原子の韓動によって変化することか ら生ずるスピ㌢･フォ
ノン相互作用を採 ると､∵波数kの音波輝衰常数 aifは､ ノーマル モー ド草に働
らくランダムを力∝懲の時問相閑を用いて
ak-(｡甜 匝払 )kZ/2N,vm･Re･E(qI(i)･菟)e墾 -i甑t)dt･ (1)
ak-F l<zd k･fS･hROj)e熱 二eHTSj･oijJij(Si･SJ･) (2}
⊂=主コ=きコ チ→
去- せ る0--tこに ; (A･B)-j<菰 e-1HB,d千一β- - ,弓 はi番0
目のスピンの平衡位置 ,pはnearest-neighbourdistance,･C は音速で
ある｡ _追
～(1は り (%(七号 蛋)の 叫 亘-:decay fdrmが % の温度 ,波数依存性を決め
ることが判 るが_そ の為に二 次敦か西次のモー メン トを比べ ると_'k〔1,1,1〕
として-①高温領域でガウス塾 ①TN 近傍 でロー レンツ塾が期待 され る0
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